
はならないし，また通路線などは輸送量その他に適合した勾配

でなければならない。しかし機回線，電車の入出区線などでは

日モートコン

揚程 1.15m 

電動揺量 2I-PX4 

35~ゐまで採ってさしっかえない。ー」平国交差。(安河内麻雄・ (井田緑朗)

鈴木幸二 ・ 矢島庄作) リフトブリ ッ ジ (英) lift bridge (独) Hubbr�cke (仏) pont 

リード (英) lead ピストンが行程の終端にあるとき ， ピ スト levant 港湾地帯に至る臨港線は，地平式で舟運の使ある水

ソ弁ま たはi'l!ltl'が，蒸気口を開 く大いさをし、う。ワノレγ ャ ート 路 ・巡河を横断する場合が多い。 したがって船の通行に支障の

式弁装置においては， リ ー ドは F ロスヘ ッド と 合併てこの運動 ないような矯梁を架設しなければならない。この機式の 1 つに

によって伝えられるもので，カ ットオ 7 (締切)の大小にかかわ リフトブリッジ(上昇橋)がある。すなわち水路運河を横断す

らず一定であるが， 宇佐見式弁装t(1はパリアプノレ ・ リードにな る数径i首1のうち，船の通る中央径閉または主径間の両端に塔を

っており ， カットオ 7 の大小によって変化するものである。ピ

ストンはリードの働きによ っ て， 行程の終端に達する前に反対

n!IJにすでに給気して，後行程の準備をなし，なお給気口の開き

を大に して蒸気のワイヤ ・ ド ロー イングを少なくし，排気の圧

縮とあわせてピスト ソの返り行程を容易にするものである。

(野村正義)

リフチングジャッキ (英) 1 ifting jack 電気後関車・ 炭水車・

客車 ・ 貨車および電車の修繕の場合に車体の高上装置として使

用されるもの。 l 組

は 4 台のジャッキよ

りな っ ており ， 各ジ

ャッキには!腕がつい

ていて，これで車体

を側方からささえる

ようになっている。

腕には4jj聞のコロが

ついていて，これで

ジャッキの柱を左右

からはさみ， さらに リフチ "/9. ジャ γ キ

ねじ俸の回転の方向により上下するナットの上にのっている。

各ジャッキは車両の形式によ りささえる位置が異なるので，こ

れに合わせるために柱に小さな車輸がついていて， 台枠(わく)

上を車両の長手方向に対し直角に小移動できるようになってい

る。また台枠自体にも車輸がついていて，車両の長手方向にも

移動し得る。この台粋についている車輸にはばねが取付けてあ

り ， 荷重が1mわると台枠が直接基礎聞に当り，車輪には荷重が

力fIわらない。 使用の目的により前後いずれかの一対の台粋の車

輪を取除いて固定したものもある。この場合でも柱は車両に直

角方向に小移動し得るようになっている。腕を上下するための

ねじ俸の回転は，それぞれのジャッキに取付けられた駆動装置

により行われ， 各駆動装訟にはそれぞれ 1 台ずつの電動股がつ

いている。この装置は電動緩から平歯車， かさ歯車によりねじ

棒を回転させる構造にな っ ている。 4 台の駆動装置は 1 つの制

御~~に より操作でき，ま た l 台だけ操作し得るようにもなって

いる。 ナットは 2 つ割となっていて， ねじ菌の検査が便利であ

る。現住のt.ill類は，îlÑj上能力 60 t ， 40t，および 20tの 3 つでそ

れぞれの主要機能はつぎのとおりである。

1 60t リフチングジャッキ 荷重 60t (15t X4) 

i高上速度 250mm/min 

揚程 1.3 m 

電動揺量 7.5 f干 X4

2 40t リフチングジャッキ 術重 40t(lOtX4) 

高上速度 300mm/min 

揚程 l.lm 

電動機 31-P X4 

3 20 t リ フチングジ ャッ キ 荷重 20t (5tX4) 

高上速度 300mm/min 

リフトフリッユノ

名 称橋

ケーフツレ上昇橋

CABLE L. B 

てこ上昇橋

LEVER L. B. 

ピストン上昇橋

PISTON L. B. 

育長

設け， その頂上に滑車を取りつけ， その滑車をまたL 、だワイヤ

には片方におもりを， 片方に矯けたを取りつけパランスを とり，

船のとおる と き，けたを上につり上げ通行に支障のないように

した橋梁である。

特殊のものとしてケ ー プノレを利用しないで，てこの還を応用

し，てこが鉄塔上にあって，それで橋けたを引上げる方式，あ

るいはピストンを利用して橋けたを上方に突上げる方式のもの

がある。ー」可動橋。(梶田功)

リモートコントロール (英) remote control 遠隔制御また

は遠方制御とも呼ばれ， t重々な機器を遠隔の地から制御するこ

と。これは遠方制御面に採用され， 制御方法も多極多様である

が， ここでは信号保安関係装置に限定してのべる。 *継電連動

装置における制御盤を遠隔の他の駅または信号扱所に設備し，

被制御物に対する意思の伝達を， 電線のみまたは少数の電線と

継電器訴とによ って行う ようにしたもので，人件費等の節約の

ほか迷転能率の向上そのほかの利得をねらったものである。信

号軽量 ・ 転徽(てんてつ)器等をリモートコントロ ー ノレする方法に

はf重々あって， 単に制御・ 表示等の線条を延長したもの，数本

の線条により選別コ ー ドを用いるもの，これらの中間的なもの

等に区分されるが， 設備の内容 ・ 距離・設備等によって定めら

れるものである。

選別コ ー ド式の一種について動作その他の概要を記す￡つぎ

のとおりである。制御所に制御盤お よび発信継電球群を置き，

被制御所に受信継電器群および表示発信継電器詳を置いて，こ

の間を電線 3 条をもって接続する。制御所において制御盤のて

こを取扱って始動抑ボタンを押すと，所定のコ ードを発信し，
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